
令和８年（2026 年）８月 12 日 

八王子市都市計画部都市政策課 

 

「市街化調整区域基本方針（改定版）の素案」に関する 

パブリックコメント手続の第２回中間報告について 

 

「市街化調整区域基本方針（改定版）の素案」について、令和８年（2026 年）７月 15 日（水曜日）から令和８

年（2026 年）８月９日（日曜日）までに市民の皆様から頂いたご意見の提出状況を下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 意見の提出状況 

（１）提出者数 

 ９名(郵送０名、FAX０名、電子メール４名、窓口提出５名（説明会での提出を含む）) 

（２）意見数 

 ９件 

 

２ 意見一覧 

番号 意見（要旨） 

１ ・子供や高齢者も気軽に利用できる憩いの場として、近年減りつつある公園としての活用（シ

ェアサイクルポートの設置等と併せて）をしてほしい。 

・バス待ちにも対応できる屋根付きベンチ等を兼ね備えた、サイクル＆バスライドの増設をお

願いしたい。 

２ 今回の改定による小仏町会への影響が分からない。 

３ 市街化調整区域の公共性について、どの程度の配慮があるのか分からない。（お墓や福祉事務所

など） 

４ 市民の直近の問題を考えられていないと思う。緑が大切なことは良く分かるが、一般家屋への

影響についても考えてほしい。家屋の建替えや相続関係に悪影響が出ている。 

５ 地域活性化のためにも、市街化調整区域の見直しをしてほしい。周囲にはスーパーや薬局等が

立地しており、交通量も多いことから区域を見直す必要があると思う。 

６ 土地利用の区域と考え方（素案 13ページ記載）の「地域活性化により既存集落の維持を図る区

域」について、広義で考えてほしい。住民の立場からすると、維持は困難であると思う。 

７ 市街化調整区域は自然保護と理解しているが、接続道路幅も古くからある赤道程度で道の拡幅

も容易ではなく、駐車場も所有する宅地以外の土地を利用し駐車場とすることもできない。建

物についても木造、２階建て以下との制約がある。自然を保護しその中で暮らす住民生活も視

野に入れた方針を望む。今回の基本方針は開発抑制と認識しているが、生活者と事業用途、団

体・企業など商用目的との違いにも目を向けて、古くからある実家を時代変化がある中でも守

れることを期待する。市街化調整区域は個人所有する土地の価格が低く、利用価値も低いとい

う現状を考慮し、良い方針となることを願う。 

８ 素案に賛同する。採石場などにおける将来的な土地利用の実現に向け、継続的な協議・相談の

機会を確保してほしい。 



９ 高尾山周辺を「活用すべき区域」と位置付け、観光・交流エリアとして有効活用していく方向

性を高く評価する。高尾山の大きな魅力の一つである「眺望」について、樹木の成長等によっ

て眺望が限定されている場所については、自然環境や生態系、法令上の規制等に十分配慮した

上で、必要に応じた選択的な剪定・伐採など適切な森林管理を行い、富士山や丹沢、関東平

野、東京都心方面などを望める眺望地点・眺望空間の保全、再生及び創出を検討してほしい。

高尾山の眺望や景観の魅力を高めることでインバウンドを含む交流人口の拡大につなげるとと

もに、高尾山を訪れた観光客が八王子駅周辺の中心市街地や商店街、飲食、歴史・文化資源等

にも回遊する仕組みを構築し、高尾山の観光価値の向上を八王子市全体の地域経済活性化につ

なげていく視点を、今後の具体的な施策に盛り込んでほしい。 

 


